　　平成２６年度小牧市農政推進協議会　会議録　　　　　
日　時　平成２７年２月１８日（水）
午後４時００分
場　所　ＪＡ尾張中央本店　３階　中会議室

○出席者

【会員】
　　　安藤委員（会長）　神戸委員（副会長）　長田委員　　永井委員　　倉知委員
　　吉田委員　　加藤委員　　吉田委員（友松委員の代理）　
【事務局】
　　ＪＡ尾張中央　　　　　　　　落合　　山田　　毛利　　森藤　　伊藤　　牛田　　

小牧市役所　農政課　　　　　丹羽　　澤田　　木村
農林水産省　東海農政局　　　吉田　　清水
○欠席者
　【委員】

　　　川橋委員
○配布資料　・小牧市農政推進協議会次第

　　　　　　・議題

　　　　　　・米政策のあらまし

　　　　　　・水稲生産実施計画書等営農計画書（兼現地確認申請書）水稲共済細目異動申告書
・平成２７年産米の市町村別生産数量目標
・平成２６年度における米の生産調整の実施状況

○傍聴者　なし
○会議内容
	【事務局】
	小牧市農政推進協議会設置要綱第４条１項で会長が議長となっておりますので、会議のとりまわしを会長にお願いします。

	【議　長】
	議題（１）平成２７年度における米の生産調整対策の取り組み（案）について事務局より説明をお願いします。

	
	

	【事務局】


	議題（１）について説明。

　　　　①平成２７年産米の生産数量目標について

　　　　②単収・農家別生産目標数量及び作付目標面積の配分について

　　　　 　○配分の方法

　　　　　　　　市内に住所を有する全農家（飯米農家を含む）に対し、農家が権限を有する水稲作付け可能な水田面積に対し、一律の割合の配分率を乗じて求められたものを水稲作付目標面積とし、水稲作付目標面積に単収を乗じて求められたものを水稲生産目標数量とし、農家別に配分する。

　　　　　○目標面積、数量の算定について

　　　　　　　・農家別米の生産目標面積＝対象となる水田面積×配分率

　　　　　　　・農家別米の生産目標数量＝米の生産目標面積×基準単収

　　　　　○判定の方法について

　　　　　　　　生産調整の達成者の判定については、米の作付面積（加工用米・飼料用米を除く）をもって判定する。

　　　　③説明会の実施

　　　　　　農協の支部長の方々を対象に下記のとおり行う。

　　　　　・味岡地区及び篠岡地区
　　　　　　【実施日】平成２７年４月７日（火）

　　　　　　【場　所】尾張中央農協　本店
　　　　　　【時　間】午後６時３０分

　　　　　・小牧地区及び北里地区
　　　　　　【実施日】平成２７年４月８日（水）

　　　　　　【場　所】尾張中央農協　小牧支店
　　　　　　【時　間】午後６時３０分

　　　　④市の助成制度について

　　　　　（１）田管理補助事業

　○水稲以外の作付けをした水田に助成

　　　　　　○加工用米に対する助成
（２）休耕地等景観向上事業
　　　　　　　景観向上となるレンゲ、菜の花、コスモスの作付けに対して助成する。

・「米政策のあらまし」について

「米政策のあらまし」には、平成２７年度小牧市における米の生産数量目標、経営所得安定対策等、市及び農協の助成、年間予定について掲載する。

	【議　長】
	議題（１）について、委員へ発言を求めます。

	【委　員】
	主食用米の代わりに麦や大豆、飼料用米を作った場合に助成があるとのことだが、これらは作れば助成対象となるのか、それとも販売すれば対象となるのか。

	【事務局】
	助成対象となるには販売することが条件となる。販売先がない場合は対象にはならない。

	【委　員】
	生産調整のために麦や大豆、飼料用米を作っても、販売際は自分で探さないといけないとなるとなかなか難しいのではないか。

	【事務局】
	例えば飼料用米であるとマッチング対策（生産者と需要者との）ということで売り先を見つけてもらうという取組を行っている。

	【委　員】
	売り先（販路）まではっきりしてもらえるとやりやすいと思う。麦はどうなっているか。

	【事務局】
	麦に対しての補助は行っているが、買い受けは行っていない。

	【委　員】
	補助を出すだけではなく、売り先を見つけてもらうところまでやってもらいたいと思う。

	【委　員】
	農協では大豆の脱穀機の貸出は行っているか。

	【事務局】
	貸出は行っている。

	【委　員】
	大豆は、農協で受ける枠はないか。

	【事務局】
	現在は枠がなく、ほとんど自家用となっている。

また、他のところだと大豆を産直で、味噌の原料として売っているところがあり、そういうところは補助対象となる。麦については単体で売るのは難しい。

	【委　員】
	農協の西部営農生活センターの周りの水田で、直播で水稲作付けを行っているが、それは加工用米かそれとも飼料用米はか。

	【事務局】
	あま市の認定農業者が、出作で飼料用稲（WCS）を作っていて、稲は穂が出る前に青刈りしている。市外の農業者であるため、小牧市の生産調整には計上されない。

	【議　長】
	議題（１）について、承認してよろしいか。

	【全委員】
	異議無し

議題（１）は承認された。

	【議　長】


	報告事項（１）平成２６年度における米の生産調整対策の実施状況について事務局より報告をお願いします。

	【事務局】
	資料に基づき報告

	【議　長】
	議題（１）について、委員へ発言を求めます。

	【委　員】
	自己保全管理というのは、具体的にどういうものか。

	【事務局】
	作付けはしていないが、復元が可能な状態の水田で、来年度に作付けすることができる水田のことを指す。

	【委　員】
	飼料用米の６０kgあたりの値段はどれぐらいか。

	【事務局】
	飼料用米はよくいって１,０００円～２,０００円ぐらいで、農産物検査を行ったものが数量払いの対象となり、検査していないものについては最低単価の５５,０００円となる。加工用米については農産物検査で３等までに受からなければならない。加工用米や飼料用米いずれも、作付けする前に申込が必要で、また、用途が限定されているため無尽蔵つくることはできない。加工用米と飼料用米は生産要請達成に無関係に補助対象となるが、営農計画書の提出が必要となる。

	【議　長】


	その他、事務局から連絡等があるかについて尋ねた。

	【事務局】
	農地中間管理機構と稲作農業の体質強化緊急対策事業について概要を説明した。

	【議　長】


	すべての議題が終了したので、小牧市農政推進協議会の議長の座を降ろさせていただきます。ありがとうございました。

	小牧市農政推進協議会　閉会


